
ご 寄 稿 の お 願 い

会員の皆様には日頃、何かとご高配を賜っております。

広報委員会では会誌『コンサルタンツ北海道』を通じて、会員みなさまとの親睦を深めて参りたいと思って

おります。下記のような企画を催しておりますので、別紙『寄稿要旨』を利用してお申し込み下さい。お待ち

致しております。なお詳しい『投稿要領』は、別途担当の委員よりお送りいたします。

⑴ 企画タイトル

【寄 稿 文】 会員の研究成果、報告、所見・随想など自由に報文を募集しています。

【Ｑ ＆ Ａ コ ー ナ ー】 技術的な事がらについて、専門部門の技術士がお答えします。

【Air Mail to北海道】 海外業務経験者、旅行経験者、または海外に関する情報をお持ちの方は、ぜひ寄稿願

います。このコーナーは国際感覚の研鑽のお役に立てばと思っています。

【そ の 他】 ① 会員の皆様の近況

② 技術トピックの紹介

③ 各種研究会、プロジェクトなどの紹介

その他ユニークな企画がありましたらご意見をお寄せ下さい。

⑵ 投稿要領の概要

① 親しみやすい会誌とするため、写真や図表の多用を歓迎します。

② 報文には、筆者写真をつけることを基本としていますので、ご協力下さい。

③ 原稿は、フロッピーとアウトプット原稿の両方を提出して下さい。

④ 使用ソフトは『Word・一太郎』を基本としますが、ほかのソフトでも受付可能で

す。提出の際は機種・ソフト名を必ずご記入下さい。

⑤ フロッピー作成がどうしても困難な時は、手書き原稿をお送り下さい。

送り先 北海道技術士センター事務局 広報委員会宛

〒004-8585 札幌市厚別区厚別中央１条５丁目４番１号

株式会社ドーコン内

☎011-892-3959 FAX011-892-3969

コンサルタンツ北海道 第103号
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